








 

＜以下支所で記入＞ 

□事業評価（川中島支所） 

                ［評点は５段階評価：１点～５点（下記参照）］ 

 評価項目 評点 評価説明 

事業効果 

目的の達成 ５ 

小林一茶について研究調査を行うことで、宮本虎杖と

一茶の関係の理解が深まった。また、一茶が南原宿で

詠んだ句について理解が深まった。 

地域等への貢献 ５ 

川中島町の埋もれた歴史を掘り起こし、文化の伝承に

寄与した。特に南原宿で詠んだ句について句碑建立の

機運が高まった。特に南原区の住民の理解が深まっ

た。 

事業の継続 ４ 
一茶句碑建立の機運が高まったことから、今後も事業

の継続は期待できる。 

費用対効果 ４ 
事業は、最小限の費用で実施されており、効果は高い

と考えられる。 

総合評価 ５ 

一茶が南原宿で詠んだ句「雪の山見ぬ日となれば別れ

哉」についての理解が予想を超えるものになった。こ

のことから句碑建立の機運が高まった。 

 

□支所長コメント 

 

 川中島町句碑・俳額研究会は、継続して川中島地区の句碑及び俳額等の研究を進めています。

今年度は、小林一茶と宮本虎杖との関係、特に小林一茶の北国街道の通過や南原宿で詠んだ句に

ついて詳細な調査が行われました。 

一茶が南原宿で詠んだ句について、地区住民の理解を得ることができたこと、句碑建立の機運

が高まったことは大きな成果と言えます。町民全体の組織として、一茶句碑建立委員会を設立し、

句碑建立の計画があります。川中島地区の句碑・俳額の理解が深まり、住民の興味関心が高まる

ことで、文化の継承につながることを期待します。 

 

 

                                   川中島支所長  

 

 

○５段階評価基準 

 ５ 予定を上回る効果があった 

 ４ 予定どおりの効果があった 

 ３ 概ね予定どおりの効果があった 

 ２ 効果は予定を下回った 

 １ ほとんど目的を達成できなかった 

 


